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体育科（保健領域）学習指導案 

  

                        平成３０年２月２３日（金）６校時 

                        石垣市立真喜良小学校 ５年２組 

                             男子２１名 女子１２名 計３３名  

授業者  半嶺 当陽  印   

                      共同研究  八重山地区小学校体育研究会  

１ 単元名 「けがの防止」    

 

２ 単元目標                                                      
 ○けがの防止について理解できるようにし，身近な生活において健康で安全な生活を営む資質 

や能力を育てる。 

・毎年多くの事故が起こり，けがをする人や死亡する人が少なくないことを理解できるよう

にする。また，事故やけがは，人の行動の仕方とまわりの環境が関わり合って起こること

を理解できるようにする。 

  ・事故やけがを防止するには，危険に早く気づき，的確な判断のもとに安全に行動すること

が必要であることや，施設・設備など，安全な環境を整えることが必要であることを理解

できるようにする。 

  ・犯罪被害を防止するためには，犯罪が起こりやすい場所を避けたり，犯罪に巻き込まれそ

うになったらすぐに助けを求めたりすることを理解できるようにする。 

  ・けがをしたときには，けがの種類や程度などの状況を速やかに把握して処置すること，ま

た自分でできる簡単なけがの手当の仕方を理解できるようにする。 

 
３ 単元について 

（１）教材観 

   保健学習においては，「健康の保持増進のための実践力の育成」が協調されている。それは，
心身の健康の保持増進に関する内容を理解することを通して，科学的な思考と正しい判断のも
とに意思決定や行動選択を行い，適切に実践していくための思考力・判断力などの資質や能力
の基礎を育成することが示されている。つまり保健学習では，児童が習得した知識を活用して
課題の解決について考えたり，判断したりする学習活動を積極的に取り入れることとして，理
解される必要がある。 

「けがの防止」の目標は， 

 

 

 

 

 

 

 

５年生の保健学習は，子ども達の生活と密接に関係している。本単元の内容は，「学校生活の
事故によるけがの防止」，「交通事故や水の事故の防止」，「犯罪被害の防止」などの「交通
事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがとその防止」及び「けがの手当」で構
成されている。 

  「けがの防止」については，けがの発生要因や防止の方法について理解できるようにする。
また，「けがの手当」では，けがの種類や程度の状況をできるだけ速やかに把握して処置する
ことや近くの大人に知らせることが必要であることを理解できるようにする。 

  こうした内容について，地域の公園や道路といった児童にとって身近な場所を取り上げた
り，学校でのけがの発生場所や内容について保健室にある資料を用いたりすることで，より実
践的に理解できるような工夫を行っていく必要がある。 

①事故やけがは，人の行動の仕方と周りの環境が関わり合って起こることを理解でき
るようにすること。  

②事故やけがを防止するには，危険に早く気づき，的確な判断のもとに安全に行動す
ることが必要であること。 

③施設・設備など，安全な環境を整えることが必要であることを理解できるようにす
ること。  
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（２）児童の実態 

 【アンケートの結果】                     （５年２組 ３２名実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本学級の児童は，休み時間に運動場に出てサッカーをしたり，友達同士で鬼ごっこをしたりと
活発な児童が多い。その延長上で，ふざけて頭をぶつけたり，転んでけがをするといった軽度の
けがは日常的に見られる。また，本校は目の前が大きな市道になっており，近くに宿泊施設も多
いことから，レンタカーが行き交う交通量の多い場所でもある。近年では大きな事故はないが移
動の手段としてほとんどの児童が自転車を利用しており，遠方に自転車で遊びに行く児童も多い。
このことから，事故やけがを防止するための能力を身に付けさせる必要があるといえる。 
アンケート調査によると，学校でけがをしたことがあると答えた児童は９４%（３０人）と多く，

ほとんどの児童が学校でけがをした経験があることがわかる。また，けがをして病院に行ったこ
とがある児童が１６%（５人）おり，保健室で処置できない大きなけがをした児童もいることから，
児童の自己管理が不十分であることがみてとれる。 
普段の学校生活の様子からも，「危険だとわかっていても廊下を走ってしまう。」「片付けが

大事だとわかっていても，おろそかにする。」など，それらを裏付ける行動が多い。けがを防止
するために必要なことを知識としてわかってはいても，実践（実生活）へと結び付けることがで
きていないことが伺える。 
これらの結果から，学校での事故やけがは身近なものであり，防止する方法を児童自身が意識

する必要があることがわかる。 

  

（３）指導観 
 本時の授業を実践するにあたり，けがの原因には「環境」と「人の行動」の２つの要因が関
わり合っていることを初期の段階でおさえるため，単元の指導計画を組み替えた。 
児童の多くが普段から移動の手段として自転車を利用しており，また，毎年交通安全集会等

で交通ルールについて学習している。したがって，事故を防ぐための知識はすでに身について
いるといえる。しかし，実践的な力としてはアンケートの結果から低いことが伺える。 
そこで第１時では，児童にとって日常である校外での交通環境に焦点をあて，「環境」や「人

の行動」から事故やけがの原因を捉えさせる。第２時では，より自分のことと捉えさせるため
に，自校の事故発生マップをもとに校内でけがをする人が多いという現状を踏まえ，校外だけ
でなく安全な校内でもなぜ事故やけがが多いのか，その理由を考えさせる（思考・判断）こと
で，実践的意欲の高まりへとつなげていく。そのためには，「安全に行動する」「正しい判断
をする」をすることの重要性に気づかせる必要がある。 
「安全に行動する」「正しい判断をする」などの対策を考えさせるために，下記の４つの工夫
を踏まえた授業を展開する。 
①児童の生活と結び付けて課題を発見させる工夫 

  ・自校の事故発生マップを活用するなど，自校の事例を用いた具体的な資料を提示するこ
とで，課題意識を高める。 

・身近な生活の中から課題を発見できるように，実際に学校で起きた事故を取り上げるこ
とで，自分の経験を想起させる。 
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１.学校でけがをしたことがありますか。

２.学校でけがをしそうになったことがありますか。

３.学校でけがをして病院に行ったことがありますか。

４.登校中にけがをしたことがありますか。

５.登校中にけがをしそうになったことがありますか。

６.交通事故にあったことがありますか。

７.交通事故にあいそうになったことがありますか。

８.水の事故を起こしそうになったことがありますか。

９.犯罪の被害にあいそうになったことはありますか。

10.自転車を持っていますか。

11.自転車で遠くに遊びに行ったことがありますか。

保健アンケート

ある ない

 
１ .学校でけがをしたことがありますか。  

２ .学校でけがをしそうになったことがありますか。  

３ .学校でけがをして病院に行ったことがありますか。  

４ .登校中にけがをしたことがありますか。  

５ .登校中にけがをしそうになったことがありますか。  

６ .交通事故にあったことがありますか。  

７ .交通事故にあいそうになったことがありますか。  

８ .水の事故を起こしそうになったことがありますか。  

９ .犯罪の被害にあいそうになったことはありますか。  

10.自転車を持っていますか。  

11.自転車で遠くに遊びに行ったことがありますか。  
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②課題解決を重視した学習の工夫   
 ・授業の中で提示された課題についてグループで話し合う場面を設定することで，自力解

決への意欲付けを図る。 
 ③実践的意欲の高まりへと結び付ける工夫 
  ・実際に児童が経験したけがや事故を想起させ，事故やけがを防ぐことができたかを考え

させることで，自らの行動次第で防ぐことができることを再認識させ，実生活へ結び付
ける。 

 ④事故やけがを防止するための対策の設定 
  ・事故やけがを防止するため対策を考えさせることで，授業後も意識付けを継続できるよ

うにする。 

 

４ 単元の評価規準 【おおむね満足できる（B）】 

健康・安全への 

関心・意欲・態度 

健康・安全についての  

思考・判断  

健康・安全についての 

知識・理解 

○けがの防止について，教科
書や資料などを見たり，自
の生活を振り返ったりする
などの学習活動に進んで取
り組んでいる。 

○けがの防止について，課題
の解決に向けての話合いや
発表などの学習活動に進ん
で取り組んでいる。 

○けがの防止について，教科書
や資料をもとに，課題や解決
の方法を見付けたり，選んだ
りするなどして，それらを説
明している。  

○けがの防止について，学習し
たことを自分の生活と比べ
たり，関係を見付けたりする
などして，それらを説明して
いる。 

○交通事故や身の回りの生活
の危険が原因となって起こ
るけがとその防止について
理解したことを言ったり，
書いたりしている。  

○けがの手当について理解し
たことを言ったり，書いた
りしている。  

 

５ 学習活動に即した評価規準 

 十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（B） 努力を要する（Ｃ） 

児童への手立て  
 

 
 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

学校や地域での危険な行動  
や場所を，自分なりに考え見  
つけ，その理由を具体的に考  
え伝えている。  

学校や地域での危険な行  
動や場所を，自分なりに
考えて見つけている。 

ペア学習を通して，他の児童 
の視点を参考にすることで， 
危険な行動や場所に気づか 
せる。  

学校でけがをしたときのこ  
とを振り返り，事故やけがを  
防止するにはどうすればよ  
いか，その理由を具体的に考  
え伝えている。  

学校でけがをしたときの
ことを振り返り，事故や
けがを防止するにはどう
すればよいか考えようと
している。  

自分の体験から，なぜけがを 
してしまったかを見直すこ 
とでその原因に「環境」と 
「人の行動」が深く関わって 
いたことに気づかせる。 

校外でけがをしたときのこ  
とを振り返り，事故やけがを  
防止するにはどうすればよ  
いか，その理由を具体的に考  
え伝えている。  

校外でけがをしたときの
ことを振り返り，事故や
けがを防止するにはどう
すればよいか考えようと
している。     

自分の体験から，なぜけがを 
してしまったかを見直すこ 
とでその原因に「環境」と「人 
の行動」が深く関わっていた 
ことに気づかせる。  

犯罪が起こりやすい危険な  
状況について，防犯の観点か  
ら自分なりに考え，伝えて  
いる。 

犯罪が起こりやすい危険
な状況について，自分な
りに考えている。  
 

危険な場所の観点を伝え，
「環境」が犯罪防止につなが
ることをおさえる。 

思
考
・
判
断 

学校での事故やけがの原因  
について「環境」と「人の行  
動」，「これからの行動（対  
策）」について自らの課題と  
して考え，表現することがで 
きる。  

学校での事故やけがの原因
について「環境」と「人の
行動」，「これからの行動
（対策）」について考え，
表現することができる。  

グループ学習を通して，他の  
児童の視点を参考にするこ 
とで，危険な行動や場所，対 
策について考えさせる。 

校外での事故やけがの原因  
について「環境」と「人の行  
動」，「これからの行動（対  
策）」について自らの課題と  
して考え，表現することがで  
きる。   

校外での事故やけがの原因
について「人の行動」と「環
境」，「これからの行動（対
策）」について考え，表現
することができる。 

グループ学習を通して，他の  
児童の視点を参考にするこ 
とで，危険な行動や場所，対 
策について考えさせる。 
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犯罪が起こりやすい危険な
場所にするための環境づく
りと人の行動について，本時
の学習に関連付けて考え，表
現することができる。 

犯罪が起こりやすい危険
な場所にしないための環
境づくりと人の行動につ
いて考え，表現すること
ができる。  

危険な場所の観点を伝え，そ
れをなくすためにはどうす
ればよいかを考えさせるこ
とで，犯罪防止の「環境作り」
とつなげる。 

自然災害から命を守るため
の行動を，状況に合わせて考
え，その理由を具体的に表現
することができる。 

自然災害から命を守るた
めの行動を，状況に合わ
せ て 考 え る こ と が で き
る。 

避難訓練で学習したことを
想起させ，事故やけがを防止
する方法に気づかせる。 

知
識
・
理
解 

事故やけがは「環境」と「人 
の行動」が関わり合って起き 
ていることがわかり，「環境 
」と「人の行動」を具体的に  
書いている。 

事故やけがは「環境」と 
「人の行動」が関わり合  
って起きていることがわ  
かる。 

自分の体験から，なぜけがを
してしまったかを見直すこ
とでその原因に「環境」と「人
の行動」が深く関わっていた
ことに気づかせる。 

自然災害によるけがを防止す
るためには，安全に行動する
ことや，日頃の備えが必要な
ことをその理由を具体的にま
とめている。 

自然災害によるけがを防止
するためには，安全に行動
することや，日頃の備えが
必要なことがわかる。   

避難訓練で学習したことを
想起させ，なぜその行動が必
要なのかを考えさせること
で，防止する方法に気づかせ
る。 

簡単なけがの手当には，傷口
を清潔にする，圧迫して出血
を止める，患部を冷やすなど
の方法があることがわかり，
その方法まで具体的にまと
めている。 

簡単なけがの手当には，
傷口を清潔にする，圧迫
して出血を止める，患部
を冷やすなどの方法があ
ることがわかる。  

補助資料として教科書ｐ２
５を提示し，けがの手当の仕
方を考えさせる。 

 

６ 指導計画 

時間 学習活動・内容  【評価規準】と（評価方法） 評価の観点  

関 思 知 

第１時 ○事故やけがの原因  
事故やけがは，人の行動 
の仕方とまわりの環境  
が関わり合って起こる  
ことを知る。（交通事故 
を取り上げる）  
 

・学校や地域での危険な行動や場所
を，自分なりに考えて見つけてい
る。       【関・意・態】 

（発言・ワークシート） 
・事故やけがは「環境」と「人の行

動」が関わり合って起きているこ
とがわかる。     【知・理】  

（ワークシート）  

◎  
 
 
 

○ 

第２時 
【本時】 

○学校での事故やけが
の防止  

学校での事故やけがは  
「環境」と「人の行動」， 
に原因があることを理  
解し，けがの防止のため 
のこれからの行動（対  
策）について考えること 
ができる。  
※校内に焦点をあてる。 

・学校でけがをしたときのことを振
り返り，事故やけがを防止するに
はどうすればよいか考えようとし
ている。     【関・意・態】 

（発言・ワークシート） 
・学校での事故やけがの原因につい

て「環境」と「人の行動」，「こ
れからの行動（対策）」について
考え，表現することができる。  

【思・判】 
（発言・ワークシート） 

○ 
 

◎ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第３時 ○校外での事故やけが
の防止  

校外での事故やけがは  
「環境」と「人の行動」， 
に原因があることを理  
解し，けがの防止のため 
のこれからの行動（対  
策）について考えること 
ができる。  
※校外に焦点をあてる。 

・校外でけがをしたときのことを振
り返り，事故やけがを防止するに
はどうすればよいか考えようとし
ている。     【関・意・態】 

（発言・ワークシート） 
・校外での事故やけがの原因につい

て「環境」と「人の行動」，「こ
れからの行動（対策）」について
考え，表現することができる。  

【思・判】 
（発言・ワークシート） 
 

○ 
 

◎ 
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第４時 ○犯罪被害の防止  
犯罪被害を防止するた  
めには，犯罪が起こりや 
すい場所を避けたり，犯 
罪に巻き込まれそうに  
なったらすぐに助けを  
求めたりすることが必  
要であることを知る。 

・犯罪が起こりやすい危険な状況に
ついて，自分なりに考えている。  

【関・意・態】 
（発言・ワークシート） 

・犯罪が起こりやすい危険な場所に
しないための環境づくりと人の行
動について考え，表現することが
できる。       【思・判】 

（発言・ワークシート） 

◎ 
 

○ 
 
 

 
 
 
 
    

第５時 
 
 

○自然災害によるけが  
の防止  

自然災害によるけがを
防止するためには，安全
に行動をすることや，日
頃から備えをしておく
ことが必要であること
を知る。 

・自然災害から命を守るための行動
を，状況に合わせて考えることが
できる。       【思・判】 

（発言・ワークシート） 
・自然災害によるけがを防止するた

めには，安全に行動することや，
日頃の備えが必要なことがわか
る。         【知・理】          

（ワークシート）  

 ◎ 
 
 
 

○ 
 
 
 

第６時 ○けがの手当  
自分でできる簡単なけ  
がの手当には，清潔にす 
る，止血，冷やすなどの 
方法があることを知る。 

・簡単なけがの手当には，傷口を清
潔にする，圧迫して出血を止める，
患部を冷やすなどの方法があるこ
とがわかる。     【知・理】               

（ワークシート）  

  
 
 
 

◎ 

第７時 単元テスト   ◎ ◎ 

 

７ 本時の学習活動【２／７時間】 

（１）本時のねらい 
    学校での事故やけがの原因が「環境」と「人の行動」にあることや事故やけがの防止の 

ための，これからの行動（対策）について考え，まとめることができる。 
 
（２）授業の工夫 
   ①児童の生活と結び付けて課題を発見させる工夫 
   ②課題解決を重視した学習の工夫 

    ③実践的意欲の高まりへと結び付ける工夫 
      ④事故やけがの防止対策の設定 

 
（３）準備するもの 

   ・事故発生マップ ・ワークシート ・掲示用カード  

      ・けがの種類トップ３（グラフ）  ・ホワイトボード（掲示用・話し合い用） 

（４）展開 

 学習内容・活動 予想される児童の反応 ○教師の支援 ★評価 

 

 

 

導 

入 

５ 

分 

 

 

 

 
１ 事故発生マップ，けがの種類トッ

プ３（グラフ）を確認する。 
 ・マップ，グラフを見て事故の発生

場所や校内の事故発生件数，種類
を知る。 

 
２ 事例を確認する。 
・実際に学校で起こった事例をもと
に，防ぐことができたか，できな
かったかを考える。（個人） 

 
 
 
３ 学習のめあてを確認する。 
  
 
 

 
・学校では，こんなにたくさ

ん事故が起こってるんだ。 
・自分がけがをした場所もあ

る。 
 
 
【防ぐことができた】 
・時間を守れば良かった。 
・走らなければ良かった。 
【できなかった】 
・予知できない。 
・意識しない。 

 

 
○校内でたくさんの事故
が起きていることをお
さえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

めあて：学校で起こる事故やけがを，防ぐにはどうすればよいだろうか。  



- 6 - 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

30 

分 

 

 
４ 児童の事故やけがの体験から「環

境」と「人の行動」を考える。 
（個人→グループ学習） 

 ・児童が経験した事故やけがの状況
を振り返り，「環境」「人の行動
」を考えることで，色々な状況の
中で事故やケガを起きていること
を再確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 事故やけがを防止するためにはど

うすれば良いかを考える。 
・どんな対策をすれば良いか，個人
で考え，全体で確認する。 

 

 
【環境】 
・雨が降った後の廊下。 
・階段。 
 
【人の行動】 
・周りを見ないで走った。 
・階段から飛び降りた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【対策】 
・普段から意識をしよう。 
・あせらない。 
・周りをよく見る。 

・落ち着いて行動する。 

 
★学校でけがをしたとき
のことを振り返り，事
故やけがを防止するに
はどうすればよいか進
んで考えようとしてい
る。 【関・意・態】 

（発言・ワークシート） 
 

○実際に学校で起きた事 
例や児童が経験した
事故やけがを振り返
ることで，自らの行動
次第で防ぐことがで
きることを再認識さ
せ，実生活へ結び付け
る。 

 
★学校での事故やけが
の原因について「環
境」と「人の行動」，
「 こ れ か ら の 行 動
（対策）」について
考え，表現すること  
ができる。【思・判】 

（発言・ワークシート） 
 

ま 

と 

め 

10 

分 

 
６ 学習のまとめ（４分） 
  ・学習のまとめを考える。 
 
 
 
 

７ 学習の振り返りをする。（６分） 

  

 

（５）評価 

  学校での事故やけがの原因が「環境」と「人の行動」にあることや事故やけがの防止の 
ための，これからの行動（対策）について考え，まとめることができた。 

 

（６）板書計画 

 

 

 

１１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

けがの防止 

 
 

 

対策  

めあて：学校で起こる事故やけがを，防ぐには  

どうすればよいだろうか。。  

まとめ  

学校で起こる事故やけがを防ぐ

には「正しい判断をする」「安全

に行動する」ことが大切。  

 

行動  判断 
各グループ

の考え  

まとめ：学校で起こる事故やけがを防ぐには，「正しい判断をする」「安全に行

動する」ことが大切。 

発問：わかっていても事故やけがが起きています。  

どうすれば，防ぐことができると思いますか。  

「判断」と「行動」が対策に結びつくことをおさえる。 

どうすれば事故やけがを防げるか？  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  

各グループ

の考え  
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ホワイトボード（掲示用）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料  

（参考文献）  

・新しい保健  教師用指導書（研究編）  

・「生きる力」を育む小学校保健教育の手引き  

・小学校学習指導要領解説  体育編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 名 

 
 

 

 

事故発生マップ  

問題１ 

 

ケガの種類グラフ  

できる できない 
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けがの予防① 

 

５年２組    番 名前 

 

１  絵を見てどんな危険がかくれているか考えよう。  

  （環境と人の行動から考えてみる。）  

（例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

 

◎振り返り 

 

 

環境            人の行動 

環境          人の行動 

環境         人の行動 

ア 

イ 

ウ 
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けがの予防② 

 

５年２組    番 名前 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校でけがをしたときのこと（見たときのこと）をふり返って，書きましょう。 

  どこで・なにをしていて・どんなけがをしましたか。 

 

     どこで（環境）   していたこと（人の行動） どんなけがをした 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

 

 

【対策】  
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けがの予防③ 

 

５年２組    番 名前 

  

１ 校外で起こるじこやけがは防ぐことができるか？できないか？考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 校外でけがをしたときのこと（見たときのこと）をふり返って，書きましょう。 

  どこで・なにをしていて・どんなけがをしましたか。 

 

どこで していたこと どんなけがをした 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

 

 

環境     人の行動   

   

【対策】  

☆どちらかに○をつけましょう。 

このけがは，防ぐことができる（    ）

      できない    （    ） 
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けがの予防④ 

 

５年２組    番 名前 

 

１ ２つの絵をくらべて気づいたところを書こう。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ゆうかいや犯罪にまきこまれないためにはどうすればよいか考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

◎振り返り 

 

気づいたところ 

気づいたところ 
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けがの予防⑤ 

 

５年２組    番 名前 

 

１ 絵を見て地震が起きたときの危険を考えよう。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

  ★対策 

 

 

 

 

 

２ 自然災害が起きたらどうすればよいか考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★日頃の備え 

 

 

まとめ  

 

 

 

◎振り返り 

 

 

危険だと思うところ 

１ ２ ３ ４ 
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けがの予防⑥ 

 

５年２組    番 名前 

 

１ けがをしたときの手当の仕方を考えよう。 

①すりきず                 ②切り傷 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③やけど                   ④打ぼく・つき指 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

 

 

◎振り返り 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516163208/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzIuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1KVUdrWTJxUl81QS9WRU9mblFlQWdJSS9BQUFBQUFBQW9rOC9maGlhdnhfZ1VEby9zODAwL2tlZ2Ffa2lyaWtpZHUucG5n/RS=^ADBqRbikTZMjTQ58XxaLwkGQ6ROBOw-;_ylt=A2RinF4Hf11avB8AgBGU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516163257/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy50ZXJhb3lvaG9wcm9wb2xpcy5jb20vd29yZHByZXNzL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy8yMDE3LzA1L2tvcm9uZGFfb25uYW5va28ucG5n/RS=^ADBy3tfdimw6pbDfS1O6ZYQxy5C6dY-;_ylt=A2RimVE4f11ajQIA.QOU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516163293/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9yci5pbWcubmF2ZXIuanAvbWlnP3NyYz1odHRwJTNBJTJGJTJGaW1nY2MubmF2ZXIuanAlMkZrYXplJTJGbWlzc2lvbiUyRlVTRVIlMkYyMDE0MDcxMiUyRjM0JTJGMzk5MzMzNCUyRjElMkYzNzl4NDAweDVjMGVmZjllZTQ0ZmE0OTMxYzZiMTJhNS5qcGclMkYzMDAlMkY2MDAmdHdpZHRoPTMwMCZ0aGVpZ2h0PTYwMCZxbHQ9ODAmcmVzX2Zvcm1hdD1qcGcmb3A9cg--/RS=^ADBTe1.RTBVmk8HfZcSU9UEi6TFOZY-;_ylt=A2RimU9df11aHXAAWBWU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516163329/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzEuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1pSUx0eFFZZml6WS9VMzJOVjFfZW9rSS9BQUFBQUFBQWd0TS9LR19xNnQ1WUp5NC9zODAwL2ppa29fdHN1a2l5dWJpLnBuZw--/RS=^ADBbOOqgo4gqDJWHXcu3qqZlgYIh84-;_ylt=A2RivcSAf11atisA8AKU3uV7

